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機能の概要
購入申請の諸費用金額の通貨を編集する機能
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機能の概要
新機能: 購入申請の諸費用金額の通貨を編集する機能

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Aribaでこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域 グローバル

• SAP Ariba Buying
• SAP Ariba Buying and Invoicing

この機能を有効にするには、貴社の指定のサポート担当
(DSC) に連絡してサービスリクエスト (SR)を提出してくだ
さい。

現在、購入申請では、明細の通貨以外の通貨での手
数料の設定が許可されておらず、通貨フィールドは編
集不可です。そのため、お客様は、通貨が異なる手数
料が含まれ、かつ対象地域で共通する購入申請のイ
ンポートを管理することができません。

この機能により、購入申請の明細の諸費用金額の通貨を
編集することができます。ユーザーが諸費用金額に対し
て異なる通貨を選択しても、その他の金額フィールド (税
額、単価、割引、合計金額など) の通貨は変更されませ
ん。購買ソリューションにより、購買ソリューションで設定さ
れた為替レートに基づいて、諸費用金額が再計算されま
す。

この機能により、SAP Ariba Buying and Invoicing ソリュー
ションを使用して、商品の輸入時、および通常、品目の通
貨とは別の通貨で手数料を支払う必要がある場合に共通
のシナリオを管理することができます (たとえば、砂糖は
INR で支払うが、関税手数料と送料は USD で支払う場合
など)。

この機能により、お客様は、購入申請明細とは異なる通
貨を使用して、購入申請の手数料の通貨を変更すること
ができ、SAP Ariba Buying によるインポート使用例の管理
能力が向上します。
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